
 1 

 
平成 30 年８月１8 日

（土）に恒例の「桜台夏ま

つり」を開催、事故もなく

盛大に終えることができ

ました。 

酷暑が続く中、夏祭りを

挟んで涼しく、夏祭りの後

半は寒さを覚える程の過

ごし易い日でした。 

平成最後の夏祭り・思い

出深い 1 日に感謝。 

 

『盆踊り練習』 

６月 9 日（土）に初顔合

わせの後、毎週午後２時か

ら中島先生のもとで踊りの

練習を開始しました。 

当日も気温が高い中、桜

台おっさ節・姉ケ崎音頭・

南っこ音頭で盆踊り練習の

幕開けでした。 

 

 

 

7 月 7 日（土）はダンシ

ングヒーローの初回練習で、

他に南っこ音頭・桜台おっ

さ節・姉崎音頭・花火音頭・

ゆかた音頭・有秋音頭・市

原踊り・大東京音頭と多数

の練習を行いました。 

ダンシングヒーローはテ

ンポも速く大変な面もあり

ますが、皆さん楽しそうに

踊っておりました。 

 
 

『子供太鼓練習』 

７月 7 日（土）19：00

から練習が始まりました。 

総勢 18 名のお子さん

ですが、昨年の 6 年生が

抜け経験者 13 名、今回初

めてのお子さんは 5 名で

した。 

武石先生のお子さんの

紹介から始まり、炭鉱節・

花火音頭・市原おどりと練

習を進めていました。 

武石先生の指名のもと、

先輩のお子さんが舞台上

や舞台の横で練習をリー

ドし、初心者の子供は椅子

に座り、バチ練習をしてい

ました。 

時々間違いを武石先生

に指摘されましたが、子供

たちの覚えは早く練習の

お手伝いをしていた皆さ

んも感心していました。 
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『会場設営』 

８月１7 日（金）8：00

から、ボランティアの皆さ

んと自治会役員総出で、熱

中症や安全に気を配りな

がら会場設営を行いまし

た。 

 

防犯ボランティアの皆

さんは、共同作業の危険性

回避を訴えた鈴木さんの

指示のもと、テントを次々

と組み立てました。 

 

自治会役員の方は机・椅

子・諸道具等の運搬から開

始です。自治会館と中央公

園の二手に分かれ効率良

く運搬され、指定箇所に配

置しました。 

 

例年通り、高橋建設さん組

み立てた櫓を中心に、皆さ

んが造り上げた会場は、明

日の盆踊りを待つのみと

なりました。気になるのは

ゲリラ雨がない様に祈る

のみです。 

 

 

『夏祭り 第 1 部』 

８月１8 日（土）午前９

時に自治会館での子供神

輿受付開始で幕開けでし

た。 

【子供神輿・お囃子】 

 

午前９時 3０分から 1

＆2 丁目（写真上段）、

10時 30分から 3＆4丁

目（写真下段）の子供たち

の神輿とお囃子が町内を

練り歩きました。 

 

 
それぞれ、わんぱく公園、

なかよし公園で水補給で

す。 

 

 

廻り終えたら、ご褒美 

のお祭り用金券とお菓子 

を戴きました。 
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『夏祭り第 2 部』 

【開会前】 

ボランティア店・自治会

店・協賛店の出店も準備万

端。たくさんの皆さんのお

出でを待っていました。 

 

 

【子供太鼓】 

８月１8 日（土）渡辺実

行委員長の開会宣言の後、

午後５時２５分から子供

太鼓による最初の演舞が

盆踊りの開始を告げまし

た。 

毎週土曜日、武石さんの

指導のもと、懸命に練習し

てきた成果のお披露目で

す。武石さんの合図により

打ち手は交代して、大勢の

子供たちが太鼓を演奏す

ることが出来ました。 

 

 

【オープニング踊り】 

大勢の子供達が櫓の上

で楽しみ、又、参加賞も楽

しみを倍増していました。 

 

 

同好会・桜台連の皆さん

が、ゆかた姿で夏祭りを盛

り上げています。 

 

【宝探し】 

昨年復活し、幼児達のお

楽しみ。親御さんも夢中！

企画部もニッコリ、技あり

でした。 

 

 防犯ボランティアの皆

さん、盆踊りの雰囲気を背

中に受け駐車案内を行っ

ています。 

 
【第 1 回盆踊り】 

櫓の上で思いきり楽し

みながら一年ぶりの夏祭

りを盛り上げている皆さ

ん。 

昨年の分を取り戻そう

と熱が入っています。 

櫓の上は一段気持ち良

いのでしょうね。 

 

【休憩】 

お祭りの楽しみの一つ、

食べ物や遊戯の出店は列

をなしておりました。お店

の人は対応で忙しく、うれ

しい反面、大変な様でした。 
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この頃、会場後部の休憩用

シート席も満席です。 

 

【盆踊り】 

2 回目の盆踊りが始まり

以後 5 回の盆踊りが開催

されました。 

 老いも若きも踊りの輪

に入って、祭りの解放感を

存分に味わっている様で

した。 

 

4 回目の盆踊りの時、今

年の 100 回目記念大会・

夏の甲子園で、金足農旋風

が吹き荒れたのが記憶に

新しい処ですが、この甲子

園で千葉県代表として活

躍した木更津中央高校の

大曾根選手と桜台おっさ

節の作詞・作曲の世界的な

有名な藤掛先生の紹介が

あり、祭りに花を添え、更

に盛り上がりました。 

【挨拶】 

日頃お世話になっている

消防団・協賛町会の皆さん

の紹介と、来賓の方の挨

拶・宮崎会長の挨拶が有り

ました。 

 

【イベント】 

翡翠迅の皆さんが、昨年

雨で中止になった演舞、今

年の新作演舞を含めた 2

部構成で力強く華麗な演

舞を披露されました。会場

の皆さんの拍手・喝采を受

けていました。 

 

【抽選会・閉会】 

祭り最後のお楽しみ抽

選会が行われ、幸運の当選

者の方は微笑み、他の人は

しょんぼり。 

ともあれ、その後渡辺委

員長の閉会宣言で幕を閉

じました。 

皆さんの笑顔を創り出し

た指導の先生方・自治会役

員・各ボランティア・協賛

者の皆さんお疲れ様でし

た。 

 

『会場後片付け』 

楽しかった1日も過ぎ、

無事終った安堵感と疲労

感？の中、体力勝負の後片

づけでした。 
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『夏祭りを終えて』 

夏祭り実行委員長 

     渡邊副会長 

 
夏祭り実行委員長とし

て初めて、そして、平成最

後の夏祭りを晴天・無事故

大成功で終えることが出

来ました。大変にありがと

うございました。 

ひとえに全役員の皆様・ボ

ランティアの皆様の「大成

功させる」との一体感があ

ったからこそ、例年に無い

盛り上がった夏祭りとな

りました。  

反省点並びに改善点を

精査し、明年の新しい元号

の夏祭りも大成功にする

為に、若手、経験者と協力

しながら皆様に喜んで頂

けるよう努力して参りま

す。 

手始めにイベント出身

者からチームを作れば毎

年班長が変わってもスム

ーズに行くのではないか

と声を掛けて頂きました。 

大変にありがたいことで

す。その声を無駄にしない

のと、子供達が楽しむ祭り

にする為にも、早急にチー

ムを作り毎年楽しい夏祭

りにして行く予定です。 

最後に、明年の夏祭りも

皆様のご協力が大変に必

要です。何卒よろしくお願

いします。 

 

イベント企画部長 

      寺西理事 

 

一番心配されていたお

天気にも恵まれ、実行委員

長の下、専門部、各ボラン

ティアの皆様の御協力を

いただきまして、夏祭りを

無事に、そして盛大に開催

することができました。本

当に有難うございました。 

 始めはどうしたら良い

のか分からなくて、心配と

不安でいろいろ悩みまし

た。イベント企画部としま

しても、不手際やいきとど

かない点も沢山ありまし

たが、その都度皆様に助け

ていただき、有難うござい

ました。 

 武石さんに教えて頂い

た子供太鼓のメンバーは、

毎回の練習に喜んで参加

して一生懸命太鼓を叩い

たり、大きい子供さんが小

さい子供さんの面倒を見

て教えてあげている様子

にとても感動しました。中

島先生を中心とした踊り

子の皆様も暑い中の練習、

また他の自治会への祭り

の参加と本当にお疲れ様

でした。 

 御協力いただきました

全ての皆様と、献身的に支

えてくださったイベント

企画部の皆様に心より感

謝申し上げます。 

 

 
連日 30 度を超える真

夏日の中、７月１5 日（日）

有秋公園グランドの特設

会場で、「第 46 回有秋地

区盆踊り大会」が開催され

ました。 

 

今年も音響担当の久保

田さん・鈴木さん・秋元さ

んも準備万端に開催を待

っていました。 

 

開会に先立ち司会者・進

行係の担当者が紹介され、

桜台からは渡辺さんが進

有秋地区盆踊り大会 
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行係を受け持ちました。 

 

プログラムは、大沼実行

委員長の開会宣言の後、深

城太鼓保存会による子供

太鼓を皮切りに、有秋地区

協議会傘下の町会・自治会

のメンバーによる盆踊り

（演舞）が行われました。 

 

桜台自治会の担当演舞は

2 部構成の盆踊りの中、第

1 部・第 2 部とも後半に予

定されておりましたが、他

の地区の担当演舞時も輪に

入って盛り上げていました。 

 

 第 1 部 8 番目に「桜台

おっさ節」を櫓の上で、日

頃の練習の成果を、楽し気

に披露しておりました。 

 

第 1 部が終わると、宮

崎町会長連合会有秋地区

会長及び来賓の方の挨拶

が始まりました。  

  

その後、第 2 部盆踊りが

始まり、トリで桜台自治会

の皆さんによる大東京音

頭が始まりました。 

 
最後に 3 等～特等のお

楽しみ抽選会が行われま

した。早めに帰られて不在

の為、商品を再抽選の方が

貰っているのが目につき

ました。6 等～4 等は前も

って掲示され渡されてお

りました。 

今年は、4 チームによる

ダンシングヒーローが組

まれており、老若男女の方

が楽しんでおりました。特

に 2-3 歳の小さな女の姉

妹が熱心に踊る姿は微笑

ましく目に焼き付きまし

た。 

 

 
６月１7 日（日）１０時

より福祉部主催の救急救

命講習会が自治会館二階

大ホールにて開催されま

した。講師は市原消防局有

秋分署の方々で、23 名の

皆さんが講師の方の注意

事項の説明を聞き、蘇生法

を身に着けようと、熱心に

訓練を受けました。 

 
救命処置は、 

① 救命場所の安全確認 

② 被災者への呼びかけ及 

び肩を叩く等で意識の

確認 

③ 周囲に人がいれば、

119 番連絡、AED 運

搬を依頼 

④ 目・鼻・口・胸の動き

で呼吸の確認を行い、

呼吸していなければ、

胸骨圧迫を行う 

 

救急救命講習会 
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胸骨圧迫は強く（胸の厚

さ 1/3 程度）、速く（約

百回／分）行います。これ

を 30 回行ったら、鼻をつ

まみ、口から軽く吹き込み

ます。吹き込みが強いと空

気が胃に入り、胃の中の圧

が上がると内容物が逆流

し、気管が詰まる可能性が

あります。また人口呼吸は、

嘔吐や出血がある場合し

なくても良いとの事です。 

 

ＡＥＤが到着後、 

①電源を入れる（ガイド音

が流れるので、これに沿

って実施） 

②体表面が濡れている時

は乾いた布でふき取り、

パット付属図を参考に

装着（パットカバーを外

し右胸骨上、左わき腹に

装着） 

③パットのプラグを AED

本体の接続口に差込む 

④AED 放電スイッチの上

に指を置き、周囲の人に、

放電を行うので危険な

ので離れる旨を伝え、安

全確認後放電スイッチ

を押す 

⑤ AED 検査後の音声ガ

イドに沿って胸骨圧

迫・人口呼吸を続ける 

⑥2分後にAEDが検査を

行うのでこの結果に従

って、被災者の意識が戻

り痛い等の返答が有る

か、救急車が到着する迄

続ける 

* 自宅の固定電話から

119 番連絡すると住所の

特定が出来ます。又、電話

口より通信指令官が救命

処置の方法を指導してく

れますので従って下さい。 

 

 

救急救命処置は胸骨圧迫

がメインで AED は補助で

す。皆さんお疲れ様でした。 

 

 
今年、関東の梅雨明けは

史上初の 6 月 29 日で平

年より 22 日、昨年より 7

日も早く明けました。加え

て猛暑が続く毎日でした

が、朝の涼しい青空のもと、

ラジオ体操が７月２1 日

から８月２6 日迄、毎週

土・日曜日に中央公園・わ

んぱく公園・ちびっこ公

園・なかよし公園で、行わ

れました。ラジオ放送に合

わせて皆さんが元気に体

を動かしていました。 

*延べ人数 子供 520 名

大人 1067 名 

 

 文化・体育部の皆さんが

カードの確認（配布）・押

印での受付をしてスター

トです。 

 

中央公園では、それぞれ

木陰を利用し、のびのびと

体操に親しんでいました。 

 
わんぱく公園でも多く

の大人と子供が集まり、ラ

ジオに合わせ、体をほぐし

ていました。 

ラジオ体操 
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ちびっこ公園でのみな

さん、ラジオから流れる体

操の歌に合わせ大きな声

で歌ってから、体操をして

いました。 

なかよし公園でも、朝早 

いとは言え、直射日光は強 

く木陰を利用し、体操にい 

そしんでいました。8月26 

日最終日は、子供はクオカ 

ード、大人はタオルの参加 

賞品を戴きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【桜台自治会】 

９月 2（日）午前９時、 

東京湾北部を震源とした

Ｍ7.3（震度６強）の地震

を想定した訓練を行いま

した。 

当日 20 分前頃から雨

が降り出し傘をさしての

集合となりましたが大勢

の方が参加しました。市の

広報のもと、身の安全を確

保した後、戸締りを確認し、

玄関の取っ手に白いタオ

ルを結び、各地区の一時避

難場所へ向かいました。 

3 丁目の避難場所である

ちびっこ公園では約 50 名

の方々が集まりました。班

長さんに依る安否確認シー

トのチェック項目に沿って

確認後、理事さんに報告、

理事さんは集計を行い地区

長に報告し、最後に地区長

のお話後散会となりました。 

今年は南小での訓練も無

く、雨も降り出し、気分も

ちょっぴり雨模様。 

 

 

 

 

 

 

 

雨の中、2 丁目の様子です。 

 

 

【有秋台地区 

総合防災訓練】 

同時刻、今年から有秋地

区は全 28 町会の参加のも

と「市原市総合防災訓練」

が、有秋東小学校で行われ

ました。「防災は 他人事

ならず 自分事」のスロー

ガンのもと、自治会役員の

宮崎会長、末永・大野副会

長、関根防災部長、楠田防

災副部長、安藤防災部員の 

方々が参加されました。 

市原市総合防災訓練 

◇今後の主な行事 

★桜台フェスティバル  日程：11 月１7 日(土)・18 日(日)  場所：桜台自治会館 

ご参加の程、宜しくお願い致します。 

 

編集後記 

記録ずくめの猛暑、各地での豪雨・台風・地震被害等異常気象・事象の中、幸いにも難も無く

過ごせた桜台で実施されました各行事を、夏の思い出特集号として発行させて戴きました。 

桜台自治会 広報部 

 


